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授業参観ありがとうございました。暑い中、多くの保護者の方々に参観してい
ただきまして、ありがとうございます。子どもたちは、夏休み明けとは思えないぐらい真剣

に、それぞれの教科に取り組んでいたのではないでしょうか。ご家庭でも今日の様子を話題

にしていただき、たくさんの励まし・賞賛の言葉をよろしくお願いします。 

 

 

 

1年生は絵の具の水入れの使い方を学習  2年生は跳び箱に挑戦 

しむクラブの時間が始まります。クラブ結成式では児童代表や校長
の挨拶があり、担当の先生の紹介がありました。クラブ活動楽しんでね～ 

活に少しずつなれてきました。かわいい１年生の仲間入りをお祝いするた

めに１年生を迎える会を行いました。学年いれかえで出し物を披露。どの

学年も１年生を楽しませようと一生懸命ダンスをしたり、プレゼントをし

てくれました。１年生もお礼のかわいいダンスを見せてくれましたよ。 

心のエネルギーもいっぱいになったことでしょうね。 

３年生は英語の学習 

しむクラブの時間が始ま

ります。クラブ結成式では
児童代表や校長の挨拶があ

り、担当の先生の紹介があり

ました。クラブ活動楽しんで

ね～ 

活に少しずつなれてきまし

た。かわいい１年生の仲間入

りをお祝いするために１年

生を迎える会を行いました。

学年いれかえで出し物を披

露。どの学年も１年生を楽し

ませようと一生懸命ダンス

をしたり、プレゼントをして

くれました。１年生もお礼の

かわいいダンスを見せてく

れましたよ。 

心のエネルギーもいっぱい

になったことでしょうね。 

さすが高学年の皆さんです。4年生から 6年生の教室には、夏休みの作品がたくさんありました。 

心のエネルギーもいっぱいになったことでしょうね。 

 

 

８月の夏休み明けの校長講話で児童の皆さ

んに伝えました。このことわざは、「好きな

ことには熱心に取り組み、工夫もするので

上達するのがはやい」という意味です。城岳

の子どもたちへのミッションは、①まずは

いろんな事を知りたいと心（知的好奇心）を

動かしてみよう。②分からないことに出会

ったら、「まっいっか」ではなく、「不思議」

「調べてみよう」と思ってみよう③分から

ないことが分かると「楽しい」「わかった」

「できた」になるので、その心を増やそう。

と伝えました。その具体例と 

して旧盆についてお話ししま 

した。【隣に続く】 

今年の旧盆は 9月４～６日です。子どもたちに毎

年日にちが違うことについて問いかけました。問い

の答えは沖縄のお盆は旧暦で行うからです。次に、

「旧暦とは？」と投げかけました。答えは日本で明

治時代まで使われていた、月の満ち欠けと太陽の

動きを合わせて考える暦を旧暦といいます。現在の

新暦では、1年は365日ですが、旧暦では354
日となります。次の問いです。「昔の人は、暦のズレ

と季節のズレをどうやって調整したのかな？」です。

答えは、19 年に 7 回程度、季節のズレを調整する

ために 1 年を 12 ヶ月ではなく 13 ヶ月にしま

した。そして今年が閏月（ユンヂチ）6 月があり、

旧暦では 6 月が 2 回訪れるので、旧暦 7 月 13 日

～7月 15日が新暦の 9月 4日～6日となります。 

日常には「不思議」があふれています。 

一つの不思議を追いかけると、また新しい 

不思議に出会えます。そうやって、子ども 

たちには日常を、世界をおもしろがって 

ほしいなと思います。 

★お願い★城岳サンエーさんには、登校時の降車やバスの乗車等でとてもお世話になっています。授業参

観や行事の際にサンエー駐車場にご迷惑をおかけしないようおねがいします。駐車はご遠慮ください。 

 


